

















今. 中 孝 信
医 寸ρι4 博 士
第 2 7 0 0 7EJ 「34
昭和 48 年 1 月 25 日
学位期則第 5 条第 2 項該当
人白血球酸性フォスファターゼの電子顕微鏡的研究
(主査)教授西川光夫







胞化学的並びに生化学的に検討することにより、次の諸点を明らかにしようとしたものである。 1 ) 






髄白血球をglutåra1dehyde で固定後、 Gomori 変法により酸フォ反応を施す。続いて、 Cau
lfie 1d 氏液で後固定を行ない、以下、型の如く、脱水、エポン包理、超薄切片を作成、電子
顕微鏡で観察、撮影した。末梢血については、 hydrocortisone 添加後白血球を分離して反応させた





末梢白血球濃厚浮瀧液と感作人赤血球、熱処理した Staphy1ococcus epidermidis 、 zymo~an粒
子、pölystyren 粒子をそれぞれ別個に混合、食食を行なわせ、 30分、 60分に貧食実験を中止内以
下、(刈項反応群に準じて酸フォ反応、を施し電子顕微鏡で観察した。
(C) Zymosan 食食時の白血球酸性フォスファターゼの生化学的分析
























(2) 好中球系未熟球の酸フォ活性が成熟好中球よりも高い理由の 1 つとして、狭義の1ysosomal











1 )成熟好中球の頼粒を全て酵素活性上均ーなlysosome とはみなきれないこと。 2 )未熟好中球
には頼粒形成そのものに関与する酸フォの存在が別に考えられること、 3 )好中球酸フォ陽性頼粒は
貧食機転に関与するが、異物の消化に対して必須のものとは考えられないこと、 4 )被食食物の種類
により食空胞に出現する酸フォ活性に差異が認められること、 5 )最も食空胞に酸フォ活性を認め難
い zymosan について生化学的に検討した結果、酸フォは細胞質内に撒布された状態で保持されてい
ること等。
著者は以上の成績を好中球の機能面から総括し、好中球は細胞全体があたかも lysosome の如く作
用し、炎症巣に於て死減するが、生体防禦と言う観点からすれば、十分、合目的であると考えた。こ
れは画期的な好中球の把握の仕方と言える。
本研究は好中球のlysosome から出発してその機能にまで発展させた独創的なものであり、今後の
炎症論の進歩に寄与するところ大であると考える。
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